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はじめにはじめに

この修理ガイドはこの修理ガイドはiFixitのスタッフによって作成されたものであり、のスタッフによって作成されたものであり、Googleによって承認されたによって承認された
ものではありません。修理ガイドの詳細はものではありません。修理ガイドの詳細はこちらこちらを参照してください。を参照してください。

この修理ガイドを参照して、消耗したGoogle	Pixel	2のバッテリーを交換します。

デバイスを再組み立てする前に、バッテリーの残量をデバイスを再組み立てする前に、バッテリーの残量を25%以下まで放電してください。以下まで放電してください。充電され
たリチウムイオンバッテリー	は引火の原因となったり、アクシデントで穴を開けてしまうと爆発
の恐れがあります。バッテリーが膨張している場合は、	適切な方法で処理してください。

ご注意ご注意:	ディスプレイを固定している強力な接着剤にため、ツールを差し込めるだめの最小限のス
ペースと高温を当てることが必要です。この作業中に、ディスプレイにダメージを与えてしまうこの作業中に、ディスプレイにダメージを与えてしまう
可能性があります可能性があります。もしこの修理で、ディスプレイを交換する予定のない方は、ディスプレイを
再利用するために作業は慎重に行なってください。インストラクションをよく読んで、警告サイ
ンに注意すれば成功する確率を高めることができます。

バッテリーは強力な接着剤で固定されています。バッテリーは強力な接着剤で固定されています。90％以上の高濃度イソプロピルアルコールで
バッテリーの接着剤を溶解してください。

ツールツール:

iFixit開口用ピック(6枚セット)	(1)
スパッジャー	(1)
T5トルクスドライバー	(1)
iOpener	(1)
ハンドル付き吸盤	(1)
ピンセット	(1)
プラススクリュードライバー(#00)	(1)
iFixit開口ツール	(1)
イソプロピルアルコール	(1)

部品部品:

Google	Pixel	2	Battery	-	Genuine	(1)
Google	Pixel	2ディスプレイ用接着剤	(1)
Tesa	61395テープ	(1)

https://jp.ifixit.com/Info/content-quality
https://jp.ifixit.com/Wiki/What_to_do_with_a_swollen_battery
https://www.ifixit.com/products/ifixit-opening-picks-set-of-6
https://www.ifixit.com/products/spudger
https://www.ifixit.com/products/t5-torx-screwdriver
https://www.ifixit.com/products/iopener
https://www.ifixit.com/products/suction-handle
https://www.ifixit.com/products/tweezers
https://www.ifixit.com/products/phillips-00-screwdriver
https://www.ifixit.com/products/ifixit-opening-tool
https://smile.amazon.com/s?k=isopropyl+alcohol+99%25
https://www.ifixit.com/products/google-pixel-2-battery-genuine
https://www.ifixit.com/products/google-pixel-2-display-adhesive-genuine
https://www.ifixit.com/products/tesa-61395-tape


手順手順	1	—	開口手順開口手順

ディスプレイガラスが割れている場合は、ダメージの程度をこれ以上広げないため、そして
作業中の怪我を防止するため、ガラスをテープで覆います。この作業により、ガラス表面が
スムースになり、吸盤カップの装着力が強まります。

吸盤カップを、カーブしたエッジを避けたデバイスの音量ボタン付近端に取り付けます。
吸盤カップは、ガラスのカーブした部分にはしっかりと装着できません。



手順手順	2

吸盤カップをしっかりと一定の圧力で引き上げて、フロントパネルとリアケースの間に開口
ピックを差し込みます。

1.5mmより深くにピックを差し込まないでください。OLEDパネルを破損してしまうことがあ
ります。

この作業には、かなりの力と忍耐力が必要です。作業が困難な場合は、吸盤カップを左右に
揺らして、スクリーンの接着剤を弱めます。もしくはiOpener、ヒートガンやドライヤーで接
着剤を温めてください。

ディスプレイパネルは脆いです。ディスプレイを再利用する予定の方は、ツールを必要以上
に奥まで差し込まないでください。ツールを深くまで入れてしまうと、ガラス下のOLEDパネ
ルにダメージを与えてしまうことがあります。



手順手順	3

次の手順では、あるエリアではデバイスにダメージを与えないように、特別な注意が必要で
す。
デバイス下側の端に9mm以上差し込まないでください。ピックがOLEDパネルの折りたたん
である部分に接触してしまうと、ディスプレイにダメージを与えてしまいます。

上部左側コーナーのエリアは浅く切開するだけで十分です。深くこじ開けてしまうと、フロ
ントカメラにダメージを与えてしまいます。

開口ツールをデバイスのサイドに1.5mm以上、デバイス上部と下部は9mm以上差し込まな
いでください。ディスプレイに永続的なダメージを与えてしまいます。



手順手順	4

次の手順では、開口ピックのコーナーではなく、長辺側を使ってください。こちら側を使う
ことで、ピックを深くまで侵入しないように防いでくれます。

デバイスの右側上部に向けて開口ピックをスライドして、接着剤を切開していきます。

サイドのベゼルの作業は特に注意してください。わずか1.5mmの深さしかありません。

手順手順	5

開口ピックをデバイス上部の右側コーナー周辺をスライドして、デバイスの上部端に沿って
移動させます。

スクリーン上端にあるイヤースピーカーを覆ってるメッシュがあります。交換用のメッシュ
がない場合は、この部品を破損したり紛失したりしないように注意してください。



手順手順	6

デバイス上部の左側コーナーをスライドさせて、デバイス左側の下部に向けて移動します。

手順手順	7

ピックをデバイス左側コーナーに沿ってスライドさせて、デバイス下側まで移動します。
OLEDの角に損傷を与えないように、ピックを画面からわずかな角度で離してください。

OLEDパネルにダメージを与えないよう、開口ピックを9mm以上差し込まないでください。



手順手順	8

デバイス上部端にピックを再挿入して、ディスプレイを慎重にこじ開けます。
この時、ディスプレイがスムーズに持ち上がらない場合は、接着剤の残りを剥がすべく、こ
じ開ける作業を強化してください。スピーカー上部付近の接着剤は、他の部分と比べて多量
に付けられています。

ディスプレイを完全に乖離しないでください。デリケートなリボンケーブルがデバイスのマ
ザーボードと接続されています。



手順手順	9

画像のように、リアケース上部上にディスプレイを慎重に載せます。ディスプレイのリボン
ケーブルが切断したり、折り目が入らないようにご注意ください。

ディスプレイケーブルのブラケットを固定している4.0	mm	T5トルクスネジを2本外します。

この修理の間、各ネジの位置情報を記録し	、元の場所に正確に戻しているか確認します。

手順手順	10

ディスプレイケーブルブラケット
を取り外します。

https://www.ifixit.com/products/magnetic-project-mat


手順手順	11

スパッジャーの先端を使って、ディスプレイケーブルコネクタを跳ね上げて、マザーボード
上のソケットから外します。

スパッジャーの先端でマザーボードに触れないようにご注意ください。ソケット周辺の部品
は非常にデリケートです。

このように、プレスコネクタの位置を揃えて、カチッと音がするまで、先端を押し込んで再
装着します。中央部分を押さえないでください。コネクターの位置がずれている場合は、ピ
ンが曲がってしまい、ダメージにつながります。

このコネクタを再装着した後、スクリーンをタッチしても反応がない場合は、プレスコネク
タがしっかりと装着されているか、ソケットに異物がないか、確認してください。

再組み立ての際は、ここで作業を中断して、ディスプレイ周辺の接着剤を交換してくださ
い。

https://jp.ifixit.com/Guide/%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%83%96%E3%83%AB%E3%82%B3%E3%83%8D%E3%82%AF%E3%82%BF%E3%81%AE%E8%AD%98%E5%88%A5%E3%81%A8%E6%8E%A5%E7%B6%9A%E3%81%AE%E5%A4%96%E3%81%97%E6%96%B9/25629#s70308
https://jp.ifixit.com/Guide/Google+Pixel+2%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%B9%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%A4%E6%8E%A5%E7%9D%80%E5%89%A4%E3%81%AE%E4%BA%A4%E6%8F%9B/120052


手順手順	12	—	ミッドフレームミッドフレーム

温めたiOpenerを、ミッドフレー
ム上部端の近接センサ上に約2分
間載せて、接着剤を柔らかくしま
す。

手順手順	13

スパッジャーの先端を近接センサーケーブルの下に差し込んで、正面カメラに一番近い側の
ケーブルからスライドします。

慎重にセンサーがミッドフレームに対して垂直になるまで、ケーブルの端を持ち上げます。

https://jp.ifixit.com/Guide/iOpener%E3%81%AE%E4%BD%BF%E7%94%A8%E6%96%B9%E6%B3%95/11677


手順手順	14

イヤホンスピーカー下のネジを
覆っているテープの一部分を剥が
します。他のネジを覆っている
テープも同様に剥がします。

ミッドフレームを固定している次
のネジを外します。
3.7	mm	#00プラスネジー11本

4	mm	T5トルクスネジー1本

この作業中、各ネジの位置情報を
記録し、元の場所に正確に戻して
いるか確認してください。

手順手順	15

開口ツールをホールドボタン付近のミッドフレームの溝に差し込みます。

ミッドフレームとデバイスケースの間に隙間が生じるまで、ミッドフレームを持ち上げま
す。ミッドフレームをまだ完全に外さないでください。

https://d3nevzfk7ii3be.cloudfront.net/igi/ZPPvBVYMPmghSKDZ
https://www.ifixit.com/products/magnetic-project-mat


手順手順	16

下側端からミッドフレームを持ち上げます。

ミッドフレームが、デバイス本体に対して45度持ち上がったら、まっすぐデバイスから引き
抜きます。

ミッドフレームを持ち上げたら、ミッドフレームの小さなスロットから近接センサを慎重に
差し抜いてください。

手順手順	17	—	バッテリーバッテリー

スパッジャーの平面側先端を使って、バッテリーコネクタの接続を外します。

https://d3nevzfk7ii3be.cloudfront.net/igi/Z3Th4ZNHK3EiiZdt


手順手順	18	—	バッテリーバッテリー

スパッジャーの平面側先端を使って、ドーターボードコネクタの接続を外します。

手順手順	19

必要であれば、イソプロピルアル
コールをプラスチックのスポイト
に満たして、バッテリーの各コー
ナーに数滴注入し、数分間浸透さ
せて接着剤が弱まるのを待ちま
す。

代用として、温めたiOpenerをデ
バイス裏のバッテリー上に、少な
くとも2分間載せます。	バッテ
リーの接着剤が十分に弱まるま
で、iOpenerを複数回に渡って温
めて載せる作業を繰り返してくだ
さい。

https://jp.ifixit.com/Guide/iOpener%E3%81%AE%E4%BD%BF%E7%94%A8%E6%96%B9%E6%B3%95/11677


手順手順	20

作業の邪魔にならない位置に、充電アセンブリケーブルを押さえて、バッテリー下側端に
沿って開口ピックを挿入します。

バッテリーをこじ開けるため、一定の力で均等に力を入れてゆっくりと持ち上げ、デバイス
から取り出します。

バッテリーの両側下に搭載されているデリケートなリボンケーブルにダメージを与えないよ
う、バッテリー中央部分のみからこじ開けてください。
この作業中、バッテリーを変形させないようにご注意ください。柔らかいリチウムイオン
バッテリーにダメージを与えてしまうと、危険な化学物質が排出されて、引火もしくは爆発
の危険性があります。バッテリーにメタル製ツールを使って、過剰な力を入れて作業はしな
いでください。

作業が上手く進まない場合は、バッテリーの下にアルコールを再度注入して再試行してくだ
さい。



手順手順	21

バッテリーを取り出します。

バッテリーを一度取り出した後は、再利用しないでください。バッテリーの再利用は危険が
潜んでいます。必ず新しいバッテリーに交換してください。

新しいバッテリーをインストールします。
スパッジャーを使って、デバイス本体に残っている接着剤を剥がします。糊付けされた部分
はイソプロピルアルコールと糸くずの出ないリントフリーの布で拭き取ってください。

新しいバッテリーをプレカットした接着剤もしくは、両面テープで固定してください。正し
く装着するには、新しい接着剤をバッテリーではなく、デバイス本体に取り付けてくださ
い。接着剤はバッテリー下のケーブルには装着しないでください。

バッテリーを約20–30秒間、しっかりと押し込んで固定させます。

https://jp.ifixit.com/Guide/%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%AB%E3%83%83%E3%83%88%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%9F%E6%8E%A5%E7%9D%80%E3%82%B7%E3%83%BC%E3%83%88%E3%81%AE%E4%BD%BF%E7%94%A8%E6%96%B9%E6%B3%95/113604
https://www.ifixit.com/products/tesa-61395-tape


交換用のパーツとオリジナルのパーツを見比べてください。残りのコンポーネントを移植する必
要があるか、パーツを装着する前に接着剤の裏張りを取る必要があります。

デバイスを再組み立てする際は、これらの手順を逆の順番に従って作業を進めてください。デバイスを再組み立てする際は、これらの手順を逆の順番に従って作業を進めてください。

この修理ガイドを完成した後は、新しくインストールしたバッテリーのキャリブレーションを行
なってください。

e-wasteを処理する場合は、認可済みリサイクルセンターR2を通じて廃棄してください。

修理が上手く進みませんか？トラブルシュートのヘルプには、アンサーコミュニティを参照して
ください。

file:///Wiki/Battery_Calibration
file:///Wiki/E-Waste
https://www.ifixit.com/Answers/Device/Google%20Pixel%202

